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平成25年9月議会

◆
九
月
三
日
に
は
小
水
力
発

電
所
「
賀
祥
発
電
所
」
の
運

転
開
始
式
、
十
月
七
日
に
は

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
「
鶴
田
太

陽
光
発
電
所
」
の
起
工
式
と

町
内
で
二
つ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
取
組
み
が

相
次
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。　ま

た
、
南
部
町
議
会
で
は

年
明
け
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
の
行
政
視
察
を
予
定
し

て
お
り
、
一
気
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
有
効
に
利
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
、
資
源

や
自
然
環
境
の
保
全
、
地
域

経
済
の
改
善
に
大
い
に
役
立

ち
ま
す
。

　近
隣
町
村
で
も
同
様
の
取

組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
住
み
よ
い
南
部
町
と

す
る
た
め
に
、
新
た
な
技
術

の
導
入
や
地
域
資
源
の
積
極

的
活
用
に
、
官
民
挙
げ
て
知

恵
を
絞
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

なつかしの
　我が校舎
♪　太古の文化　清水と流れ　純朴の気は

　　白ゆりと咲く　賀野の里　賀野の里…。

　これは、懐かしい賀野第一小学校の校歌
です。私も来年は古希を迎える年齢になり
ました。同期生が集まると酒を酌み交わし
ながら今でもよく歌います。中学校の校歌は忘れても小学校の校歌は全員が覚えているから不思議です。
　２階建ての木造校舎、歩けばきしみ音が出る古い体育館、運動場の脇には数本の桜の古木があり春にな
ると見事に花が咲き誇り、秋の運動会では、村中の人が集まり大きな歓声が響き渡っていました。
　３年間担任だった恩師の先生は今も健在。私たち同期の友も年を重ねるごとに、ますます強い絆になっ
ていくことを痛感しています。

井塚照雄さん 談

　
国
の
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
災

農
地
の
災
害
復
旧
を
促
進
し
、
地
域
の
農
業
衰
退

を
防
止
す
る
た
め
、
町
単
独
農
地
等
災
害
復
旧
事

業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
農
地
災
害
復
旧
事
業
で
は
四
十
万
円
未
満

の
小
規
模
農
地
災
害
は
対
象
外
で
全
額
自
己
負
担

で
の
復
旧
と
な
り
ま
す
。
数
多
く
発
生
し
た
こ
の

よ
う
な
小
規
模
農
地
災
害
の
復
旧
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
耕
作
放
棄
地
発
生
の
原
因
と
も
な
り
、
地
域

農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
建
設
業
者
に
よ
る
施
工
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
工
法
に
つ
い
て
大
幅
な
自
由
度

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
費
の
自
己
負
担
比
率

は
十
五
％
と
な
り
ま
す
。

　
担
当
窓
口
は
産
業
課
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

町
単
独
の
農
地
災
害
復
旧
制
度
を
創
設

町単独の農地災害
復旧制度を創設
町単独の農地災害
復旧制度を創設

賀野第一小学校（昭和30年頃）

9月定例議会
住民説明会
平成25年度補正予算
一般質問ダイジェスト
視察研修
議会活動日誌
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定例会報告●

◎
平
成
二
十
四
年
度

　
　一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

反

　対

　①
町
有
財
産
の
土
地
を「
伯
耆
の

国
」に
売
却
し
た
件
。

②
保
育
園
の
運
営
を
公
設
民
営
化
と
し
て

「
伯
耆
の
国
」に
事
業
を
移
管
し
た
件
。

③
同
和
対
策
事
業
は
一
般
施
策
に
移
行
す
べ

き
。

④
地
域
振
興
協
議
会
は
自
治
法
に
反
し
て

お
り
、認
め
ら
れ
な
い

賛

　成

　①
健
全
な
行
政
運
営
が
な
さ
れ
、

基
金
と
起
債
残
高
も
改
善
さ
れ
た
決
算
で

あ
る
。

②「
伯
耆
の
国
」の
民
営
化
に
つ
い
て
賛
成
し

て
お
り
土
地
売
却
も
そ
の一貫
で
あ
る
。ま
た
、

事
業
運
営
に
つい
て
も
問
題
は
な
い
。

③
保
育
園
の
公
設
民
営
化
に
つ
い
て
は
、町
が

運
営
を
管
理
す
る
民
間
委
託
の
形
態
で
あ
る
。

保
育
内
容
も
充
実
し
た
。

④
振
興
協
議
会
は
地
域
の
課
題
解
決
と
活

性
化
に
向
け
住
民
の
先
導
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
る
。

討

　論

伯耆の国「ゆうらく」 吉本新喜劇南部町公演

つくし保育園

おおくに振興協議会まつり

平成25年度9月定例議会が、6日から25日までの会期
で開催されました。平成24年度の一般会計・特別会計
の決算をはじめ、平成25年度の一般会計補正など22
議案が審議され、すべて可決・認定されました。

形式収支は2億8,491万円。この収支から翌年度へ繰り
越すべき財源9,880万円を差し引いた実質収支は1億
8,610万円の黒字となった。

9月
定例議会

9月
定例議会

平成24年度
決算

☆歳入71億3,238万円
（前年比1億6,674万円減）

☆歳出68億4,747万円
（前年対比1億17万円減）

一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計 で認定で認定で認定
10人10人10人賛成賛成

反対反対 3人3人3人

一
般
会
計
の
状
況

○住宅用太陽光発電システム設置事業
○ゆうらく施設整備事業
○公設民営保育園運営事業
○水道統合事業
○公益法人組織変更事業
○次世代につなぐ地域農業バックアップ事業
○しっかり守る農林基盤整備事業
○古事記編纂1300年再活の町南部町
○吉本新喜劇南部町公演
○橋梁長寿命化改修事業
○防災行政無線デジタル化改修事業
○小学校遮熱ブラインド・天井扇設置事業
○法勝寺電車保存修理事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,809万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,600万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億8,512万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,481万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,893万円

・・・・・・・・・・・・・1,529万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,775万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,457万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・355万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,451万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・999万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・530万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・518万円

主な事業主な事業

歳出

歳入

歳出
（目的別）

68億4,747万円
農林水産業費
4億9,995万円

7.3%

土木費
3億5,690万円

5.2%

教育費
4億9,829万円

7.3%

68億4,747万円

71億3,238万円71億3,238万円

歳入

総務費
15億936万円
22.0%

議会費
8,505万円
1.2%

地方交付税
35億7,933万円

50.2%

国庫支出金
5億382万円
7.1%

町債
4億1,470万円
5.8% 

県支出金
6億1,782万円

8.7%

繰越金
3億5,148万円

4.9%

自主財源その他
2億5,634万円
3.6% 

国庫支出金
5億382万円
7.1%

町債
4億1,470万円
5.8% 

県支出金
6億1,782万円

8.7%

依存財源その他
1億9,995万円

2.8%

町税
9億3,539万円
13.1%

分担金及び負担金
1億3,731万円

1.9%

繰越金
3億5,148万円

4.9%

自主財源その他
2億5,634万円
3.6% 

諸収入
1億1,919万円
1.7% 

繰入金
1,705万円
0.2%

民生費
20億497万円
29.3%

衛生費
7億3,441万円
10.7%

農林水産業費
4億9,995万円

7.3%

商工費
3,798万円
0.6％

消防費
5,895万円
0.9%

土木費
3億5,690万円

5.2%

教育費
4億9,829万円

7.3%

公債費
9億4,482万円
13.8%

災害復旧費
1億1,679万円

1.7%
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　　（単位：千円）

定例会報告●

鳥取の保育を考える会
　会長　石 井  由 加 利

【一般会計の主な内容】　　　　   
西部広域行政管理組合負担金…………2,208万円
（リサイクルプラザ機械設備改良工事）
住宅用太陽光発電補助金…………………901万円
（自宅に太陽光発電設置の増加による）

提  出  者（敬称略） 可 否

不採択

可 否 の 理 由

（賛成）この制度の導入は保育の実
施責任を崩すもの。
（反対）町は今後も保育行政を責任
を持って遂行される。

案　件　名

子ども・子育て支援新制度
の導入に関する意見書提出
を求める陳情

まちづくりを考える住民の会
　代表　米  田　    弘

不採択

（賛成）議会基本条例では5月中に
開催となっており、不採択とする理
由はない。
（反対）請願の内容に個人意見が求
められており、議会基本条例の定め
に反している。

南部町議会の住民に対する
説明会の早期実現を求める
請願

全日本年金者組合
鳥取県本部
　委員長　増  田  修  治
　支部長　松  本  正  孝

不採択

（賛成）応能負担の原則を税制にも
はたらかせ財源を確保すること。
（反対）低所得者に対し「年金生活
者支援給付金の支給に関する法律」
が成立している。

年金２.５％の削減中止を求
める陳情

憲法改悪反対鳥取県共同センター
代表
鳥取県労働組合総連合
　議長　田 中　    暁

不採択

（賛成）今の世界の事を考えると、
この発言は政治家失格と思う。
（反対）発言の全文から、憲法改革
に対しての想いがあって、引き合い
に出されたものと考える。

麻生副総理の「ナチスの手
口を見習い、憲法改定を」
という発言に対し、副総理
及び財務大臣を辞任するよ
う求める意見書提出を求め
る陳情

平成25年度補正予算

全
員
一
致
で

承
認

全
員
一
致
で

承
認

全
員
一
致
で

承
認

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
起
工
式

大規模太陽光施設設置工事に関する契約の締結について
　　契約金額…………5億3,999万円
　　契約の相手方　美保テクノス㈱

追加議案

審査結果

住
宅
用
太
陽
光
パ
ネ
ル

陳情・請願陳情・請願

　９月１日、午後７時より法勝寺のプラザ西伯において２回目となる「議会住民説明会」を開催しまし
た。前半は議会サイドから、主に平成25年度当初予算並びに条例、陳情の審査結果の内容、各委員会の
活動内容などの説明を行い、後半は質疑応答を行いました。
　質疑応答では「伯耆の国」ゆうらくの施設譲渡、土地買売却に質問が集中しました。議会側の、本会
議場並びに委員会室での質疑、意見、採決の結果などの内
容を南部町議会として説明するための会という住民説明会
の位置づけと、当日ご参加いただいた皆様の多くが望まれ
ていたように感じられた個別議員との討論的な会のもち方
とかみ合わず、相互理解を深めるというまでに至らなかっ
たのは少々残念な事でありました。今後も更に検討を重ね
て、よりよい意義深い説明会となるよう努めていきたいと
考えております。

住民説明会を開催住民説明会を開催

◎
水
道
事
業
会
計

　
　歳
入
歳
出
決
算

反

　対

　公
共
料
金
の
低
所
得
者

対
策
を
実
行
す
べ
き
。公
共
料
金
審

議
会
の
答
申
に
対
し
て
は
慎
重
に
対

応
す
べ
き
。

賛

　成

　企
業
会
計
の
経
費
は
、事

業
収
入
で
ま
か
な
う
の
が
原
則
。

一
般
会
計
か
ら
財
源
も
投
入
し
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。

◎
病
院
事
業
会
計

　
　歳
入
歳
出
決
算

反

　対

　診
療
報
酬
が
上
る
の
は
経

営
上
は
プ
ラ
ス
に
な
る
が
、患
者
負
担

が
増
え
る
。県
は
利
子
補
給
を
し
て
い

る
の
に
町
が
対
応
し
な
い
の
は
、問
題

で
あ
る
。

賛

　成

　公
立
病
院
の
多
く
が
赤
字

の
中
、二
十
四
年
度
は
一
億
六
百
八

十
七
万
三
千
円
の
利
益
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、病
院
一
丸
と
な
っ
た
努
力
が

見
ら
れ
る
。

反
対
す
る
理
由
が
理
解
で
き
な
い
。

討

　論

平
成
二
十
四
年
度

特
別・水
道・病
院
事
業

会
計
決
算
状
況
と
可
否
結
果

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額 可　否
国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス事業特別会計

住宅資金貸付事業特別会計

建設残土処分事業特別会計

墓苑事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計

病院事業会計

在宅生活支援事業会計

1,394,852

123,858

171,556

2,499

2,633

2,408

234,154

46,537

186,226

179,343

2,442,041

24,985

1,391,309

123,777

31,517

2,499

2,633

2,408

233,286

45,954

185,727

183,525

2,335,168

27,699

3,543

80

140,039

0

0

0

867

583

499

△4,182

106,873

△2,714

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

全員一致

全員一致

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

全員一致
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一般質問●

土
曜
開
校

Q
我
が
南
部
町
の
考
え
は

A
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

杉
谷
早
苗
議
員

教
育
長

　
近
年
、学
校

を
取
り
巻
く
諸

課
題
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、学
校

週
五
日
制
見
直
し
の
議

論
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。国
際

学
力
調
査
の
順
位
の
低

下
や
教
育
現
場
の
先
生

方
の
多
忙
感
な
ど
が
起

因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

加
速
的
に
土
曜
日
の
授

業
実
施
に
向
け
て
具
体

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
県
の
教
育
委
員
会
の

動
向
を
踏
ま
え
、我
が

南
部
町
の
考
え
を
問
う
。

　
今
夏
の
全
教

育
委
員
研
修
会

の
席
上
、県
教
育
委
員

会
は「
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
の
視
点

か
ら
、来
年
度
に
向
け
て
、

土
曜
開
校
を
積
極
的
に

や
っ
て
み
る
と
い
う
方
向

で
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。モ
デ
ル
的
実
施
も

含
め
支
援
し
た
い
」と
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
我
が
南
部
町
に
お
い

て
は
、教
員
の
勤
務
体
制

の
変
更
な
ど
大
き
な
問

題
も
あ
る
が
、県
と
の
連

携
を
前
提
に
、土
曜
日

を
、月
二
回
、学
校
・
地

域・家
庭
と
の
協
働
に
よ

る「
土
曜
開
校
」を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

従
来
の
学
校
週
五
日
制

の
ね
ら
い
は
基
本
的
に

は
誤
っ
て
い
る
と
は
思
わ

な
い
が
、地
域
協
働
学

校
と
し
て
の
新
し
い
学

校
づ
く
り
や
、真
に「
生

き
る
力
」の
育
成
を
ね

ら
い
に
具
体
的
な
検
討

を
す
す
め
る
。

森
林
資
源

Q
新
た
な
活
用
策
が
必
要
で
は

A
循
環
型
社
会
の
町
づ
く
り
を

景
山  

浩
議
員

町
長

　
木
材
価
格
の

低
迷
、林
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
減
少

が
進
み
、枝
打
ち
や
間

伐
も
さ
れ
ず
放
置
さ
れ

た
森
林
が
多
く
な
っ
て

き
た
。

　
そ
の
た
め
、森
林
に
期

待
さ
れ
る
水
源
涵
養
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
や
防

災
な
ど
の
各
機
能
が
低

下
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
て

は
木
材
供
給
源
と
し
て

だ
け
で
な
く
、木
質
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
の
新
た
な
利

活
用
可
能
資
源
と
し
て

と
ら
え
た
活
用
策
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
町
内
の
森
林

は
町
の
面
積
の

七
十
五
％
を
占
め
、そ
の

約
半
分
が
人
工
林
と
な

っ
て
お
り
、間
伐
及
び
下

草
刈
り
な
ど
の
管
理
が

行
き
届
か
な
い
森
林
が

多
く
な
って
い
る
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
法
勝
寺
庁
舎
の
冷

暖
房
施
設
な
ど
取
り
組

み
を
行
な
っ
て
き
た
。

　
今
後
も

自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の

転
換
と
里

山
保
全
対

策
と
を
両

立
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム

の
構
築
に

向
け
て
、

木
屑
や
間

伐
材
の
回
収
の
仕
組
み
、

薪
製
造
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
立
ち
上
げ
、ペ
レ
ッ
ト

の
製
造
や
ハ
ウ
ス
栽
培
施

設
へ
の
加
温
な
ど
、循
環

型
社
会
の
町
づ
く
り
に

向
け
て
検
討
を
加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
企
画
政
策
課
の
あ
り
方

一般質問ダイジェスト一般質問ダイジェスト

災
害
復
旧
事
業

Q
小
規
模
災
害
の
対
応
は

A
町
独
自
の
補
助
制
度
を
創
設
し
て
支
援
す
る

　

三
鴨
義
文
議
員

町
長

　
七
月
十
五
日

の
局
地
的
豪
雨

で
は
本
町
で
も
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。被

災
箇
所
の
災
害
復
旧
工

事
に
つ
い
て
は
、工
事
費

が
四
十
万
円
以
上
の
も

の
で
な
い
と
国
の
補
助

事
業
の
対
象
に
な
ら
な

い
と
聞
い
て
い
る
。し
か

し
、被
災
箇
所
と
し
て

は
国
の
補
助
対
象
に
な

ら
な
い
小
規
模
な
災
害

の
ほ
う
が
は
る
か
に
多

く
発
生
し
て
お
り
、復

旧
さ
れ
る
農
家
の
皆
さ

ん
に
は
厳
し
い
負
担
と

な
っ
て
い
る
。小
規
模
災

害
復
旧
工
事
に
対
し
て
、

町
と
し
て
補
助
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
こ
の
た
び
の

局
地
的
豪
雨
に

よ
る
農
地
災
害
の
件
数

は
百
四
十
三
件
、被
害

総
額
は
二
億
二
千
七
百

万
円
で
あ
っ
た
。そ
の
内
、

被
害
額
が
四
十
万
円
未

満
で
国
の
災
害
復
旧
事

業
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
件
数
は
百
四
件
と
承

知
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ

っ
て
、被
災
さ
れ
た
皆
様

の
自
己
負
担
の
軽
減
と

農
地
は
地
域
社
会
全
体

の
大
切
な
資
産
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、町
独

自
の
復
旧
補
助
事
業
と

し
て
、農
地
や
農
業
施

設
を
復
旧
さ
れ
る
方
に

町
が
八
十
五
％
を
補
助

支
援
す
る
制
度
を
計
画

し
た
。こ
の
制
度
を
有

効
活
用
す
る
事
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
の
防
止
と

農
地
の
維
持
と
継
承
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

熱
中
症
対
策

Q
校
内
に
お
け
る
防
暑
対
策
は

A
総
合
的
な
対
策
が
必
要
と
認
識

白
川
立
真
議
員

教
育
長

　
近
年
は
、夏

季
か
ら
秋
季
に

か
け
て
気
温
の
上
昇
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

当
町
の
学
校
内
に
お
い

て
も
、高
温
に
よ
る
熱
中

症
や
、生
徒
や
先
生
方

の
集
中
力
低
下
を
心
配

す
る
が
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
って
い
る
か
伺
う
。

　
平
成
二
十
二

年
度
以
降
、夏

季
に
お
け
る
気
温
の
上

昇
が
急
で
あ
る
よ
う
に

思
う
。当
町
の
小・中
学

校
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
と
し
て
は
、ま
ず
教

職
員
が
熱
中
症
が
発
症

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
正
し

く
理
解
し
、必
要
に
応

じ
て
水
分
や
塩
分
の
補

給
が
で
き
る
環
境
を
整

え
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
で
の
授

業
な
ど
、工
夫
し
な
が
ら

熱
中
症
対
策
を
講
じ
て

い
る
。昨
年
度
か
ら
、三

カ
年
の
年
次
計
画
に
よ

り
全
校
へ
の
天
井
扇
並

び
に
遮
熱
ブ
ラ
イ
ン
ド
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
集
中
力
の
低
下
に
つ

い
て
は
、集
中
力
を
支
え

る
最
大
の
要
因
は
教
師

の
授
業
力
で
あ
る
が
高

温
下
で
は
集
中
力
は
低

下
し
が
ち
に
な
る
こ
と

は
想
像
で
き
、一
定
の
学

習
環
境
が
整
って
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。今
後
さ

ら
に
気
象
の
変
化
や
気

温
の
上
昇
に
よ
り
十
分

な
学
習
環
境
が
保
た
れ

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、児

童
生
徒
の
健
康
へ
の
影

響
な
ど
も
勘
案
し
、防

暑
対
策
を
含
め
た
総
合

的
な
対
策
が
必
要
に
な

る
と
認
識
し
て
い
る
。

薪ストーブ

会見小学校の天井扇

南部中学校運動会・西伯小学校運動会

早田地内の被災現場

杉
谷

景
山

教
育
長

町
長

三
鴨

白
川

町
長

教
育
長
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あご牛地内の被災水田

西伯小学校運動会

一般質問●

学
童
保
育

Q
内
容
の
充
実
を
求
め
る

A
省
令
を
基
準
に
条
例
を
定
め
た
い

亀
尾
共
三
議
員

町
長

　
二
〇
一
二
年

に
成
立
し
た

「
子
ど
も
子
育
て
関
連

三
法
」で
は
、今
後
国
が

学
童
保
育
の
基
準
を
法

令
で
定
め
、市
町
村
も

条
例
で
学
童
保
育
の
基

準
を
定
め
る
こ
と
に
な

る
。国
の
制
度
の
変
更
に

よ
り
、市
町
村
が
学
童

保
育
の
量
的
、質
的
な

措
置
を
行
う
必
要
が
あ

り
四
点
に
つい
て
問
う
。

①
設
置
場
所
と
内
容
を

聞
く
。

②
指
導
員
の
待
遇
改
善

を
求
め
る
。

③
対
象
学
年
の
改
善
を

求
め
る
。

④
保
護
者
の
負
担
金
額

の
軽
減
措
置
を
求
め
る
。

　
①
設
置
場
所

は
児
童
の
安
全

を
考
え
れ
ば
、小
学
校

か
そ
の
近
く
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

②
週
二
〇
時
間
を
上
限

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

町
の
規
定
で
支
給
し
て

お
り
、現
状
で
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

③
子
育
て
支
援

制
度
で
は
対
象

を
六
年
生
ま
で

引
き
上
げ
る
こ

と
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、今
の

と
こ
ろ
引
き
上

げ
は
考
え
て
い

な
い
。

④
利
用
料
の
減

免
は
新
た
な
税

金
か
ら
の
負
担

に
な
る
の
で
理

解
を
い
た
だ
き

た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
生
活
保
護

豪
雨
災
害
対
策

Q
営
農
継
続
の
た
め
更
な
る
支
援
を
求
め
る

A
町
単
独
制
度
の
活
用
を

植
田  

均
議
員

町
長

　
七
月
十
五
日

以
来
本
町
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
豪
雨
に
よ
る
被
災
箇

所
は
、農
地
一
四
三
件
、

施
設
六
六
件
で
あ
る
。

県
内
全
域
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
、国
庫
補

助
の
か
さ
上
げ
並
び
に
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
起

債
が
受
け
ら
れ
、農
家
の

負
担
が
大
き
く
軽
減
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。小

規
模
な
農
地
の
復
旧
に

県
は「
し
っ
か
り
守
る
農

業
基
盤
交
付
金
」を
増

額
し
、支
援
を
行
う
と

し
て
い
る
。

　
国
・
県
の
補
助
、町
の

財
源
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
、復
旧
農
家
の
負

担
の
軽
減
を
は
か
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
国
の
災
害
復

旧
補
助
は
四
十

万
円
以
上
が
対
象
で
、

現
在
農
地
で
三
十
九
件

の
内
二
十
二
件
、農
業
施

設
で
九
件
の
内
七
件
の

申
請
と
な
って
い
る
。

　
四
十
万
円
未
満
の
場

合
、町
単
独
の
補
助
制

度
を
設
け
た
。町
単
独

の
補
助
制
度
の
財
源
は
、

「
農
地
等
小
規

模
災
害
復
旧

事
業
債
」を
活

用
し
た
い
。こ
の

起
債
に
は
、後

で
農
地
七
十
四

％
、農
業
施
設

六
十
五
％
の
交

付
税
支
援
が

あ
る
。
ま
た
、

「
鳥
取
県
し
っ

か
り
守
る
農
業

基
盤
交
付
金
」も
活
用

す
る
。

　
農
地
が
荒
廃
す
る
こ

と
に
は
危
機
感
を
感
じ

て
い
る
。被
災
農
家
に
は

町
単
独
補
助
制
度
の
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
国
保
の
全
県
一
本
化

「
ゆ
う
ら
く
」
無
償
譲
渡

Q
町
長
の
権
限
を
行
使
し
た
利
益
誘
導
で
は

A
今
後
決
算
状
況
の
報
告
を
求
め
る

真
壁
容
子
議
員

町
長

　「
ゆ
う
ら
く
」

の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て「
町
の
財
産
を
法

人
に
渡
さ
な
い
と
福
祉

の
増
進
が
図
れ
な
い
」と

い
う
が
、甚
だ
疑
問
だ
。

以
下
の
点
を
問
う
。

①
な
ぜ
、関
連
資
料
が

す
べ
て
情
報
公
開
さ
れ

な
い
の
か
。

②
な
ぜ
、議
会
議
決
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
を

承
知
で
売
買
契
約
を
し

た
の
か
。

③
な
ぜ
、従
来
か
ら
の
町

有
地
二
区
画
が
売
買
価

格
に
入
って
い
な
い
の
か
。

④
無
償
譲
渡
は
、町
長

の
権
限
を
行
使
し
た
一

法
人
へ
の
利
益
誘
導
で

は
な
い
か
。

①
情
報
公
開
で

一
部
公
開
さ
れ

て
い
な
い
文
書
が
あ
っ
た

こ
と
は
事
実
で
、大
変
申

し
訳
な
く
お
詫
び
す
る
。

②
議
案
の
面
積
に
誤
り

は
あ
っ
た
が
、敷
地
全
部

を
売
却
と
い
う
説
明
の

趣
旨
に
誤
り
は
な
か
っ

た
。軽
易
な
も
の
と
判

断
を
し
た
と
い
う
こ
と

だ
。

③
ゆ
う
ら
く
の
土
地
は
、

町
が
土
地
開
発
公
社
か

ら
購
入
し
た
。

旧
落
合
公
民
館

用
地（
二
区
画
）

の
費
用
は
入
っ
て

い
な
い
が
、造
成
、

移
転
補
償
を
行

っ
て
い
る
。地
代

が
い
く
ら
だ
っ
た

と
い
う
話
で
は

な
く
、町
に
損
害

を
与
え
て
い
な
い
。

④
一
般
競
争
入
札
で
、町

民
が
不
利
益
を
こ
う
む

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
た
。
最
終

的
に
利
益
を
得
る
の
は

町
民
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
、法
人
に
対
し
、

競
争
入
札
に
付
さ
ず
建

物
の
無
償
譲
渡
と
い
う

有
利
な
取
り
扱
い
を
し

た
が
、今
年
度
の
決
算

か
ら
事
業
や
収
支
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た

い
。

少
子
化
・
子
育
て
支
援

Q
こ
れ
か
ら
の
対
策
は

A
積
極
的
に
提
案
し
た
い

板
井  

隆
議
員

町
長

　
南
部
町
の
将

来
が
か
か
っ
て
い

る
と
言
え
る
少
子
化
・

子
育
て
支
援
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
問
う
。

　
南
部
町
が
今

後
生
き
抜
く
新

た
な
方
策
を
模
索
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、副
町

長
を
ト
ッ
プ
に「
少
子
化

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」を
立
ち
上
げ
た
。

　
若
手
職
員
を
中
心
と

し
た
構
成
で
、少
子
化

に
対
す
る
現
状
分
析
や

提
案
を
行
う
な
ど
、活

発
な
議
論
を
し
て
い
る
。

少
子
化
問
題
は
喫
緊
の

課
題
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
新
年
度
予
算
に

向
け
て
、広
く
少
子
化

対
策
に
つい
て
提
案
し
た

い
。　

子
育
て
支
援
は
現
在

行
って
い
る
特
別
医
療
な

ど
の
医
療
助
成
、児
童

扶
養
手
当
や
保
育
料
の

軽
減
を
行
って
い
る
。

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
は

さ
く
ら
保
育
園
に
0
歳

児
室
の
新
築
、保
育
時

間
の
延
長
を
実
施
し
た
。

　
今
後
も
、子
ど
も
と

家
庭
へ
の
支
援
を
積
極

的
に
行
って
い
き
た
い
。 「ゆうらく」平面図

町道

県
道

亀
尾

植
田

町
長

町
長

真
壁

板
井

町
長

町
長

9 8

なんぶ議会だより 第36号 平成25年11月1日発行一般質問の詳細は、南部町立図書館において議会議事録をご覧下さい。



賀
祥
ダ
ム

　小
水
力
発
電

河川災害状況

一般質問●

ミ
ト
ロ
キ
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

Q
残
土
処
分
場
の
現
状
は

A
年
内
に
終
了
の
予
定

秦  

伊
知
郎
議
員

町
長

　
平
成
十
九
年

度
、カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
用
地
取
得
事
業

の
附
帯
事
業
と
し
て
残

土
処
理
場
ミ
ト
ロ
キ
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
、残
土
受
け
入

れ
が
始
ま
り
、現
在
に

至
って
い
る
。

　
し
か
し
、年
内
に
も

埋
め
立
て
用
地
が
満
杯

に
な
り
、事
業
が
終
了

と
の
こ
と
だ
が
、ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
説
明

を
求
め
る
。

　
次
に
事
業
終
了
後
の

用
地
活
用
の
計
画
だ
が
、

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
駐

車
場
、ス
ポ
ー
ツ
多
目
的

広
場
な
ど
の
計
画
、ま
た
、

太
陽
光
発
電
所
計
画
が

考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
事
業
の
構
想
を
持
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
平
成
十
九
年

九
月
か
ら
建
設

残
土
の
搬
入
を
行
い
、

計
画
で
は
可
能
受
け
入

れ
量
は
四
九
万
㎥
。
現

時
点
の
累
計
搬
入
量
は

四
一
万
九
九
三
七
㎥
で

十
二
月
に
は
目
標
に
達

す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
に
対
し
て

の
感
想
は
、残
土
と
搬

入
に
伴
う
収
入
で
土
地

や
、ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
が
可
能
と
な
り
、ま

た
、セ
ン
タ
ー
運
営
に
地

元
の
雇
用
も
生
ま
れ
、

成
果
の
上
が
っ
た
事
業

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
用
地
の
活
用
と
し
て

は
、当
初
の
整
備
計
画

か
ら
、今
後
は
具
体
的

な
実
施
に
向
け
た
計
画

を
立
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
整
備
に
つ
い
て
は
、駐

車
場
、多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
町
民
の
健
康
増

進
と
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡

大
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
考
え
た
い
。ま
た
、

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、周
辺
住
民
の
方
々

の
意
見
も
十
分
に
伺
い

検
討
し
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
定
住
対
策

高
齢
者
施
策

Q
住
ま
い
な
ど
の
施
策
は

A
自
宅
で
の
生
活
を
基
本
に

細
田
元
教
議
員

町
長

　
私
た
ち
の
団

塊
の
世
代
が
高

齢
期
に
達
す
れ
ば
非
常

な
高
齢
者
社
会
に
な
る
。

二
〇
二
二
年
に
は
六
十

五
歳
以
上
人
口
が
全
国

平
均
で
二
十
三
％
に
も

な
る
。ま
た
、そ
れ
に
併

せ
て
人
口
も
急
速
に
減

っ
て
い
き
、独
居
の
高
齢

者
世
帯
が
増
え
る
。

　
独
居
高
齢
者
の
意
識

調
査
で
は
、九
十
％
以
上

の
方
が
今
後
も
こ
こ
に

住
み
つ
づ
け
た
い
と
考
え

て
お
り
、四
十
％
の
方
が

自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
を
希
望

し
て
お
ら
れ
る
。
年
金

収
入
も
全
国
平
均
よ
り

低
い
状
況
で
今
後
の
高

齢
者
の
住
ま
い
な
ど
の

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。　

団
塊
の
世
代

が
七
十
五
歳
到

達
の
ピ
ー
ク
に
な
る
十

年
後
に
は
南
部
町
の
人

口
は
九
千
六
百
人
あ
ま

り
、六
十
五
歳
以
上
の

人
口
は
三
千
七
百
人
ほ

ど
と
な
り
、高
齢
化
率

は
三
十
九
％
近
く
な
る

と
い
う
数
字
が
出
て
い

る
。

　
介
護
保
健
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
要
支
援
者
の

サ
ー
ビ
ス
は
今
後
地
域

支
援
事
業
に
移
行
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、あ
い
の
わ
銀
行
の
体

制
を
整
備
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
高
齢
者
の
住

ま
い
に
つ
い
て
は
、自
宅

で
の
生
活
を
基
本
と
し

て
、介
護
サ
ー
ビ
ス
や
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
体
制
整
備
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

視察研修●　臨時議会●　議会日誌●  

ミトロキ残土処分場

臨時議会

視察研修視察研修

　
平
成
元
年
に
完
成
し
た

賀
祥
ダ
ム
の
維
持
放
流
水

を
利
用
し
た
水
力
発
電
所

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
企
業
局
職
員
の

方
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

《
発
電
の
概
要
》

　
最
大
出
力

　
　
２
６
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

　
売
電
電
力
量

　
　
１
，４
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
／
年

　（
約
３
９
０
世
帯
分
）

　「
学
童
保
育
に
子
ど
も
用

の
ト
イ
レ
が
な
い
!?
」こ
ん
な

声
が
届
い
て
早
速
プ
ラ
ザ
西

伯
に
…
、学
童
保
育
で
利
用

し
て
い
る
二
階
に
は
男
児
用

の
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

指
導
員
の
方
々
と
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　７月15日のゲリラ豪雨によって災害を
受けた上中谷（笹畑）の河川の被害状
況を確認しました。
　町では現地以外に騂牛川・東長田川・
小松谷川などに甚大な被害があり、10月
21日に開催された臨時議会で災害復旧
補正予算の提案があり可決されました。

★災害復旧費……1億9,699万円を全委員一致で可決

活

動

日

誌

議

会

9 月
日 曜

日 会　議　・　行　事
1
2

3

6
7
8
9
10
11
12
13
14
16
17

18

19

21

24

25

27

28

29

30

日
月

火

金
土
日
月
火
水
木
金
土
月
火

水

木

土

火

水

金

土

日

月

南部町議会住民説明会
南部町遊林農地パトロール出発式
西部町村議長会研修会
「賀祥発電所」の運転開始式
9月定例議会初日
南部中学校運動会
法勝寺中学校運動会
町政に対する一般質問
町政に対する一般質問
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
西伯小学校運動会
あいみ富有の里敬老会
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
総務経済常任委員会
民生教育常任委員会

第30回全国都市緑化とっとりフェア
たそがれコンサート
議会運営委員会
議会全員協議会
9月定例議会最終日
徳島県北島町行政調査受入
例月検査
つくし保育園運動会
ひまわり保育園運動会
あいみ地区運動会
鳥取県西部広域行政管理組合議会
ごみ処理施設等調査特別委員会

予算決算常任委員会
総務経済常任委員会
民生教育常任委員会
議会改革調査特別委員会

8 月
日 曜

日 会　議　・　行　事

3

6

9

16

20

21

23

26

27

28

29

土

火

金

金

火

水

金

月

火

水

木

部落解放同盟南部町協議会並びに

南部町同和事業推進協議会第9回定期大会

全員協議会

臨時議会

議会改革調査特別委員会

議会運営委員会

2か町清掃施設管理組合議会

箕蚊屋広域連合定例議会

例月検査

西部町村議長会行政調査

西部町村議長会行政調査

一般質問締切

県議会広報研修会

西部町村議長会行政調査

南部箕蚊屋広域連合議会議会運営委員会

監査とりまとめ

議会改革調査特別委員会

災害現場等現地視察

10月
日 曜

日 会　議　・　行　事

5

7

8

9

10

11

13

18

19

20

21

27

28

29

30

31

土

月

火

水

木

金

日

金

土

日

月

日

月

火

水

木

すみれ保育園運動会
さくら保育園運動会

メガソーラー起工式

監査委員全国研修

広報調査特別委員会

監査委員全国研修

JIAM町村議会議員特別セミナー

手間地区敬老会

秋の山菜会を楽しむ会
西部町村議会事務協議会議会事務局長会議
並びに送別会

会見地区高齢者健康福祉運動会
エコツーリズム国際大会2013in鳥取

第26回南部町緑水湖マラソン大会

議会全員協議会
臨時議会

ボランティアフェステイバル開会式
解放文化祭

伯耆町議会行政調査受入

鳥取県西部広域行政管理組合定例会

鳥取県局長県外研修

鳥取県局長県外研修

JIAM町村議会議員特別セミナー
平成25年度南部町戦没者慰霊祭(献花式)
南部町会見地区遺族会総会
西伯地区老人クラブ康運動会
平成25年度全国都市緑化祭

秦

町
長

細
田

町
長
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◆
九
月
三
日
に
は
小
水
力
発

電
所
「
賀
祥
発
電
所
」
の
運

転
開
始
式
、
十
月
七
日
に
は

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
「
鶴
田
太

陽
光
発
電
所
」
の
起
工
式
と

町
内
で
二
つ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
取
組
み
が

相
次
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。　ま

た
、
南
部
町
議
会
で
は

年
明
け
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
の
行
政
視
察
を
予
定
し

て
お
り
、
一
気
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
有
効
に
利
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
、
資
源

や
自
然
環
境
の
保
全
、
地
域

経
済
の
改
善
に
大
い
に
役
立

ち
ま
す
。

　近
隣
町
村
で
も
同
様
の
取

組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
住
み
よ
い
南
部
町
と

す
る
た
め
に
、
新
た
な
技
術

の
導
入
や
地
域
資
源
の
積
極

的
活
用
に
、
官
民
挙
げ
て
知

恵
を
絞
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

なつかしの
　我が校舎
♪　太古の文化　清水と流れ　純朴の気は

　　白ゆりと咲く　賀野の里　賀野の里…。

　これは、懐かしい賀野第一小学校の校歌
です。私も来年は古希を迎える年齢になり
ました。同期生が集まると酒を酌み交わし
ながら今でもよく歌います。中学校の校歌は忘れても小学校の校歌は全員が覚えているから不思議です。
　２階建ての木造校舎、歩けばきしみ音が出る古い体育館、運動場の脇には数本の桜の古木があり春にな
ると見事に花が咲き誇り、秋の運動会では、村中の人が集まり大きな歓声が響き渡っていました。
　３年間担任だった恩師の先生は今も健在。私たち同期の友も年を重ねるごとに、ますます強い絆になっ
ていくことを痛感しています。

井塚照雄さん 談

　
国
の
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
災

農
地
の
災
害
復
旧
を
促
進
し
、
地
域
の
農
業
衰
退

を
防
止
す
る
た
め
、
町
単
独
農
地
等
災
害
復
旧
事

業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
農
地
災
害
復
旧
事
業
で
は
四
十
万
円
未
満

の
小
規
模
農
地
災
害
は
対
象
外
で
全
額
自
己
負
担

で
の
復
旧
と
な
り
ま
す
。
数
多
く
発
生
し
た
こ
の

よ
う
な
小
規
模
農
地
災
害
の
復
旧
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
耕
作
放
棄
地
発
生
の
原
因
と
も
な
り
、
地
域

農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
建
設
業
者
に
よ
る
施
工
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
工
法
に
つ
い
て
大
幅
な
自
由
度

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
費
の
自
己
負
担
比
率

は
十
五
％
と
な
り
ま
す
。

　
担
当
窓
口
は
産
業
課
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

町
単
独
の
農
地
災
害
復
旧
制
度
を
創
設

町単独の農地災害
復旧制度を創設
町単独の農地災害
復旧制度を創設

賀野第一小学校（昭和30年頃）

9月定例議会
住民説明会
平成25年度補正予算
一般質問ダイジェスト
視察研修
議会活動日誌
あとがき
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5
6
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